
Ｎ０，２７９ 佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくり ます。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくり ます。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくり ます。

＼編集と荊ｊ／〒０３Ｈ Ｚ青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０佐井村役場企画財政課：ａ０１／５（３８）２仰

「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
っ
く
り
、
守
る
」

第５回

佐
井
村
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〈

１０

月
１０

日

・
ア

ル

ザ
ス

〉

２～Ξ からの話題

４～已 あしら世

出稼ぎ現他の

みなさん

Ｏ～フ 原子力だより

８～９ 教育だより

帽～竹 国保のしおり

蝗～帽 イ呆健婦だより

伺～恬 交母だより

謁～伊 税務だより

年金だより

悃 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

敬
老
会
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

十
月
十
五
囗
、
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
佐
井
婦
人

会
が
主
催
す
る
「
敬
老
会
」
が

行
わ
れ
、
両
佐
井
地
区
の
お
年

寄
り
約
百
二
十
人
が
集
い
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。こ
の
日
は
、
婦
人
会
の
み
な▲保育所園児の踊りに声援を送る

篥１５回

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

ー
カ
ッ
プ

津
軽
海
峡
横
断
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

十
月
十
日
、
強
風
が
吹
く
津

軽
海
峡
を
舞
台
に
、
海
峡
横
断

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
、

参
加
二
十
一
艇
が
腕
を
競
い
あ

さ
ん
が
、
手
作
り
の
料
理
や
踊

り
な
ど
を
披
露
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
を
お
も

て
な
し
。
ま
た
、
保
育
所
年
長

児
の
み
な
さ
ん
も
、
踊
り
を
披

露
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
お
祝
い
し
て
い

ま
し
た
。

出
席
し
た
お
年
寄
り
の
み
な

さ
ん
は
、
楽
し
い
歌
や
踊
り
に

終
始
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

▼手作りの料理に舌つづみ

い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
午
前
六
時
に
函

館
漁
港
沖
を
ス
タ
ー
ト
。
コ
ー

ス
は
津
軽
海
峡
を
横
断
し
、
犬

魚
島
を
回
航
し
て
佐
井
漁
港
の

第１０回贈 豐）節一周駅伝競走大釦九
月
二
十
七
日
、
「
健
脚
で
っ
な
げ
郷
土
の
和
と
心
」
の
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
参
加
六
十
七
市
町
村
が
、
む
つ
市
陸
上
競
技
場

を
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ー
ル
の
青
森
市
県
営
陸
上
競
技
場
ま
で
の
Ｉ
〇
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
健
脚
を
竸
い
ま
し
た
。

一
本
の
タ
ス
キ
に
郷
土
の
名
誉
と
期
待
を
担
い
、
チ
ー
ム
の
一
人

一
人
の
心
を
一
つ
に
結
集
し
臨
ん
だ
大
会
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

目
標
を
一
つ
下
回
る
村
の
部
二
十
一
位
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
選
手
は
持
て
る
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



ゴ
ー
ル
を
目
指
す
も
の
で
、
強

風
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
予
定

時
刻
を
大
幅
に
上
回
り
、
全
艇

ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト

ホ
ー

ム
賞

に
「
メ
ル
サ
カ
」
（
艇
長

坂
勇
二
、
函
館
）
、
総
合
優
勝
「
ス

ナ
ッ
テ
ィ
」
（
艇
長
木
立
正
博
、

青
森
）
が
入
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
カ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

▲函館山をバックにゴールを目指す▲ファーストホーム賞の「メルサカ」艇

「
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

体
力
づ
く
り
教
室
」

九
月
三
十
日
、
ア
ル
ザ
ス
を

会
場
に
、
ふ
だ
ん
は
な
か
な
か

忙
し
い
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
が
一
緒
に
、
「
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
体
力
づ
く
り
教
室
」
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
教
室
に
、
お
母

さ
ん
方
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
あ
ま
え
た
く
て

し
ょ
う
が
な
い
子
、
じ
ゃ
れ
っ

い
て
離
れ
な
い
子
、
お
母
さ
ん

に
し
が
み
っ
く
子
な
ど
、
様
々

な
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
、
親

と
子
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
間
の

あ
た
り
に
感
じ
ら
れ
る
、
心
暖

ま
る
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

▼ダンスで鏝と子のふれあいを

寿 会 チ ー ム が ３ 位 に 入 賞

＝下北郡老人ゲートボール大会＝

１０月 ５日、 秋晴 れの絶好 の

コ ンデ ィショ ンを迎え 、 むつ

市 禄寿荘 ゲ ート ボー ル場 を会

場 に、 第１１回下北 郡老 人ゲ ー

トボ ール大 会が 開催 され まし

た。

佐井 村 から は、寿会 （両佐

井 ） ぬい どう クラブ （福浦）

白寿 会 （磯谷 ） の ３チ ー ムが

参加 し、予 選リ ー グに熱戦 を

繰 り広 げ ました。

大 会に は、郡下 か ら１８チ ー

ムが参 加。 ４ブ ロ ックに別 れ

て予選 を行 っ た結果、 各ブロ

ックか ら２チ ームが 決勝ト ー

ナ メント に進出 。寿 会 も２勝

を挙 げ、 決勝 に進 みまし た。

決勝 卜－ ナ メ ントで は、惜

し く も準 決勝で 脇野沢 チ ーム

に敗 れ た もの の、 ３位 決定 戦

で大 間 Ｂチ ー ム を破 り、堂 々

３位 に入賞 し まし た。

寿 会 の 選 手 の み な さ ん

石戸 福光 ／長 島市郎 ／中 村

清三 ／大畑 繁光 ／佐 賀勝雄 ／

黒沢 剛／宮 木栄 子

ま
た
、
第
十
回
大
会
を
記
念
し
、
連
続
十
回
出
場
者
と
し
て
藤
田

隆
、
内
藤
要
の
両
選
手
に
敢
闘
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

出場した選手のみなさん好

評

で

す

／

む

ら

お

こ

し

商

品

③

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業
協
議
会

－

青

森

（
せ
っ
け
も

Ｔ

ヶ
－
ス（
３
個
入
Ｔ

個
８０
旦

小
売
価
格

１
、
０
５
０
円

１
個

３
５
０
円

・
青
森
ひ
ば
に
は
、
ヒ
ノ
キ
チ

オ
ー
ル
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
青
森
ひ
ば
か
ら
抽

出
し
た
天
然
の
「
ひ
ば
油
」
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

・
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
も
、

ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー‘
ル
を
含
ん
だ
商

品
は
多
く
、
抗
菌
効
果
が
あ
り

医
療
分
野
で
の
開
発
に
も
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
女
性
の
洗
顔
用
と
し
て
大
好

評
で
す
。



川

内

ダ

ム

湖

の

名

称

を

募

集

し

ま

す

川
内
町
で
は
、
平
成
五
年
度

に
完
成
す
る
川
内

ダ
ム
湖
の
名

称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
利
用

さ
れ
る
よ
う
な
名
称
「
○
○
湖
」

に
簡
単
な
説
明
を
つ
け
て
、
左

記
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

下
北
郡
内
に
居
住
す

る
方

牟

齢
は
問
い
ま
せ
也

▼
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
①
ダ
ム
の
名

称
②
住
所
③
氏
名

ヱ

り
が
息

子

性
別
⑤
生
年
月
日
⑥
職
業
⑦

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
川

内
町
役
場
建
設
課
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。
（
〒
○
三
九
－

五
二

下
北
郡
川
内
町
字
川
内
四
三
五

－

⊇
▼
募
集
期
間

平
成
四
年
十
二
月
末
日
（
厳

守
）
※
応
募
者
の
中
か
ら
選
考
委
員

に
よ
り
金
賞
一
点
、
銀
賞
二
点
、

銅
賞
三
点
、
佳
作
若
干
を
決
定

し
、
広
報
川
内
三
月
号
に
発
表

し
ま
す
。
人
賞
者
に
は
す
ば
ら

し
い
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
川
内
町
役
場
建
設

課
（
？

臼千

二
一
一

こ

ま
で

お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

第２３回
下

北

美

術

展

（
一
般
・
高
校
の
部
）

作

＝
＝
を

募

集

下
北
地
方
公
民
館
連
絡
協
議

会
で
は
、
第
二
十
三
回
下
北
美

▼工事が進む「川内ダム」

火 事・緊急 の場 合は

１ １ ９ 番 ヘ

サイレンの試験日は

毎月１日、１５日（正午）

佐井消防分署 ０３８－２２６６

１１９番・日 １１月 ９ 日 ｜

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
匸
励
ん
で
お
う
机
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ぺ
上

ン
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
佶
气

写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

家
ｔ一
Ｅと
離
れ
善

心
与

働
く
九
洽

注
″一
点

労

働

環

境

を

め

ぐ

る

ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
な
い

出
稼
ぎ
労
働
は
就
労
期
間
が

短
い
た
め
、
不
明
確
な
労
働
条

件
や
賃
金
未
払
い
な
ど
、
労
働

環
境
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
閧
、

家
族
と
離
れ
て
過
ご
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
う
え
に
、
こ
う
し

た
心
配
が
あ
っ
て
は
安
心
し
て

出
稼
ぎ
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
出
稼
ぎ
に
行
く
方
は
、
安
全

に
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
公
共
職
業
安
定
所
を
通
し
て

働
き
に
行
き
ま
し
ょ
う

安
定
所
で
は
事
業
所
の
求
人

に
対
し
て
、
賃
金
、
労
働
条
件

の
明
示
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど
、

出
稼
ぎ
の
み
な
さ
ん
が
適
正
な

労
働
条
件
で
働
け
る
よ
う
に
、

事
芋
王
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

②
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
を

お
忘
れ
な
く

安
定
所
ま
た
は
市
町
村
で
渡

さ
れ
る
こ
の
手
帳
は
、
本
人
の

身
分
証
明
書
と
な
り
ま
す
し
、

出
稼
ぎ
に
行
く
と
き
に
役
に
立

つ
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。

③
出
発
前
に
健
康
診
断
を

一
番
大
切
な
の
は
、
や
は
り

健
康
で
す
。
事
前
に
自
分
の
健

康
状
態
を
確
認
し
て
か
ら
、
出

稼
ぎ
に
行
く
よ
う
に
し
ま
し
よ



術
展

（
一
般
・
高
校
の
部
）
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
種

別

①
絵
画

②
書
道

③
写
真

■

出
品
資
格

む
つ
市
並
び
に
下
北
郡
内
に

在
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る
方
及

竺

咼
校
生
。

■

作
品
規
定

作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
隕

り
ま
す
。

■
問
い
合
せ

そ
の
他
、
応
募
に
関
す
る
詳

し
い
こ
と
は
、
佐
井
村
教
育
委

員
会
（
Ｓ
⑩
四
五
〇
六
）
ま
た

は
む
つ
市
公
民
館
（
公
⑩
八
四

一
八
）
に
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

事

業

主

の

み

な

さ

ん

へ

労
働
保
険
（
労
災
保
険
∴
雇

用
保
険
）
は
、
労
働
者
が
業
務

上
・
通
勤
途
上
で
の
災
害
の
補

償
及
び
労
働
者
の
生
活
の
安
定

と
再
就
職
の
援
助
の
た
め
の
制

度
で
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
使
用
す

る
事
業
主
の
方
は
、
必
ず
労
働

保
険
へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

加
入
手
続
き
の
済
ん
で
い
な

い
事
業
主
の
方
は
、
す
ぐ
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
主
が
労
働
保
険
の
加
入

手
続
き
を
し
て
い
な
い
期
間
に

労
災
補
償
を
行
う
と
、
遡
及
し

て
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
る
ほ
か

労
災
給
付
し
た
費
用
の
一
部
を

徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま

下北地方福祉事務所
現地面接相談所を開設

１１月１１日（水）・２５日（水）

午後１時～３時

農業研修センター

Ｎ Ｈ Ｋ ｒ 海 峡 対 抗 民 謡 歌 合 戦
』

東北と北海道のＮＨＫ放送局力气 共同で制作す

る番組「海峡対抗民謡歌合戦」 がむつ市で開催さ

れます。

・日時 １１月２６日（木） 午後 ６時３０分 から

・場所 下北文化会館

・観覧申込み

往復はがきに、住所、氏 名（１枚 につ き１名と

な ります。）電話番 号を記入 のうえ、次へお申し

込 みください。（応募者多数の場合は抽選）

〒０３０ 青森市松原２－１－１

ＮＨＫ青森放送局「海峡対抗民謡歌 合戦」係

・応募締切 １１月１４日（土）必着

ま
た
、
事
業
主
の
方
も
、
出

稼
ぎ
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
に
、
次
の
二
点
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

・
公
共
職
業
安
定
所
を
通
し
て

採
用
す
る
こ
と
。

・
労
働
条
件
を
明
確
に
す
る
こ

安

全

講

習

会

や

技

能

講

習

会

を

開

設

出
稼
ぎ
労
働
者
の
多
い
地
域

の
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
出

稼
ぎ
に
行
く
方
を
対
象
に
、
安

全
講
習
会
や
技
能
講
習
会
な
ど

を
開
气

技
術
的
な
指
導
や
労

働
法
の
基
礎
的
な
知
識
の
説
明

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め

て
出
稼
ぎ
に
行
く
方
や
職
種
・

出
稼
ぎ
先
を
変
更
す
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
都
道
府
県
の
職
業
安
定
所

や
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
、
み
な
さ
ん
の

い
ろ
い
ろ
な
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
条
件
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

技 能 講 習 を 閧 催 し ま す

出稼ぎされているみなさんが、

作業に必要な知識や技術を身にっ

けることにより、安全で明るい就

労ができるように、次のとおり技

能講習会を行います。

■講習科目

足場組立て等作業主任者

■日 時

平成５年１月１８日～

１９日の２日間

■場 所

下北建設センター大会議室

■受験資格

・足場等の組立て解体または変更

に関する作業に３年以上従事し

た経験を有する方。

・学校教育法による大学、高等専

門学校または、高等学校におい

て土木または建築に関する学科

を専攻し卒業した方で、その後

２年以上足場組立て解体または

変更に関する作業に従事した経

験を有する方。

■募集定員

５０名

■受 講 料

無料

（ただし申込用紙代１部５０円）

■申込方法

所定の申込書に必要事項を記入

の上、むっ公共職業安定所①番窓

口へお申し込みください。（申込

書は、むっ公共職業安定所にあり

ます）

■申込期間

平成４年１２月１日～平成５年１

月１１日まで

ただし、定員になり次第締切り

ます。

※詳しいことは、安定所までお問

い合せください。

〒０３５むっ市若松町１０－３００１７５

（２２）１３３１むっ公共職業安定所

担当 辻または黒木



原
子
力
だ
よ
り

大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
の
動
き

大
問
原
子
力
発
電
所
計
画
し
つ
い
て
］
取
近
①
動
き
を
お
知
ら
せ
し
す
す
。

①
大
間
町
の
動
き
に
つ
い
て

九
月
十
二
日
、
電
源
開
発
㈱

は
、
大
間
漁
協
と
奥
戸
漁
協
に

対
し
、
漁
業
補
償
金
と
漁
業
振

興
基
金
合
わ
せ
て
総
額
百
十
億

円
を
提
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
内
訳
は
、
大
間
漁
協
五
十

二
億
円
、
奥
戸
漁
協
二
十
八
億

円
、
総
額
八
十
億
円
の
漁
業
補

償
金
と
、
大
間
漁
協
二
十
億
円
、

置

戸
漁
協
十
億
円
、
総
額
三
十

億
円
の
漁
業
振
興
基
金
で
す
。

ま
た
、
大
間
町
が
総
額
百
六

十
四
億
円
の
水
産
振
興
計
画
と

総
額
百
二
十
億
円
の
地
域
振
興

計
画
を
提
示
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
計
画
に
は
三
ヶ
町
村
の
広

域
的
施
策
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
は
固
定
資
産
税
が
入

る
ま
で
の
向
こ
う
十
年
間
で
あ

り
、
財
源
は
電
源
三
法
交
付
金

・
補
助
金
・
工
事
中
の
税
収
増

な
ど
で
す
。

⑦
佐
井
村
の
動
き
に
つ
い
て

①

行

政

の

動

き

と

今

後

の

進

め

方

電
源
開
発
㈱
か
ら
要
請
を
受

け
て
、
平
成
四
年
九
月
三
十
日

に
二
回
目
の
三
者
（
行
政
・
議

会
・
漁
協
）
に
よ
る
協
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
場
で
、
電
源
開
発
㈱
か

ら
漁
業
補
償
金
他
の
提
示
内
容

や
大
間
原
子
力
発
電
所
計
圓
を

進
め
る
に
あ
だ
っ
て
の
基
本
的

な
考
え
方
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。今
後
は
大
間
町
の
動
き
を
踏

ま
え
て
、
安
全
対
策
の
確
保
を

大
前
提
に
地
域
と
の
共
栄
の
実

現
を
最
大
の
課
題
と
し
て
、
随

時
三
者
に
よ
る
協
議
会
等
を
開

催
し
て
、
具
体
的
共
栄
条
件
を

検
討
す
る
予
定
で
す
。

今
後
も
先
例
地
視
察
・
講
演

会
等
を
通
じ
村
民
の
み
な
さ
ん

に
原
子
カ
ヘ
の
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
原
子

力
発
電
所
計
画
の
動
向
に
つ
い

て
随
時
お
知
ら
せ
し
、
み
な
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
承
り
た
い

と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑧

議

会

の

動

き

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特

別
委
員
会
が
三
者
に
よ
る
協
議

の
窓
口
と
な
り
、
随
時
具
体
的

共
栄
条
件
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。

③

漁

協

の

動

き

三
者
に
よ
る
協
議
を
通
じ
て

随
時
具
体
的
共
栄
条
件
検
討
を

行
う
予
定
で
す
。

▼一般住民先例地視察（平成４年フ月・島根県島根原子力発電所）



丱
三
ヶ
町
村
協
議
会
四
動
き
に
っ
い
マ

三
ヶ
町
村
協
議
会
（
平
成
元

年
十
月
設
置
）
は
匸

二
ヶ
町
村

に
お
け
る
広
域
的
な
共
栄
施
策

の
取
り
ま
と
め
を
進
め
て
い
ま

す
。
最
近
の
活
動
と
し
て
は
、

地
域
振
興
事
例
の
視
察
を
、
平

成
四
年
五
月
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

呻
北
通
り
六
漁
協

連
絡
協
議
会
の
動
き
に
つ
い
て

北
通
り
六
漁
協
連
絡
協
議
会

（
平
成
元
年
十
月
設
置
）
は
、

三
ヶ
町
村
に
ま
た
が
る
広
域
的

な
共
栄
施
策
の
う
ち
、
主
に
水

産
振
興
面

の
施
策
に
つ
い
て
の

取
り
ま
と
め
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
活
動
と
し
て
は
、
漁
業

振
興
事
例
視
察
を
平
成
四
年
四

月
に
実
施
し
、
水
産
業
の
将
来

へ
の
提
言
に
関
す
る
講
演
会
を

平
成
四
年
八
月
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼村議会議員視察（平成４年５月・石川県志賀原子力発電所）

▼三ヶ町村恊議会視察（平成４年５月・広島県ふれあいの甲ｊ

電源開発㈱。施設
を
見学

－「バス見学会」を実施しますー

▲「ＡＴＲ展示館」（大間町）

現在、大間町において電源開発㈱により、原

子力発電所建設計画が進められています。

この動きについて、広報やパンフレット等に

よりお知らせしたり、各種講演会や実際に原子

力発電所を見る先例地視察を実施して、原子力

発電に対する理解を深めていただいています。

このたび、電源開発㈱の施設をいろいろ見学

し、楽しみながら電源開発㈱のこと、原子力の

ことを知っていただくために「バス見学会」を

企画しました。

なお、具体的な日程、見学先については、役

場企画財政課（登⑩２１１１）並びに電源開発㈱佐

井詰所（登⑩２４８１）にお問い合せください。

▼平成４年１０月１５日に行われたバス見学会



教
育
だ
よ

う

平成４年度

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

む
つ
・
下
北
地
区
セ
ミ
ナ
ー

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
上
で

極
め
て
大
き
い
役
割
を
担
う
、

市
町
村
に
お
け
る
生
涯
学
習
推

進
体
制
の
整
備
充
実
を
目
指
し
、

十
月
四
日
・
五
日
の
二
日
間
、

津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル
ザ
ス
を

会
場
に
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
む
つ
下
北
地
区
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
開
会
行
事
の
後
、

二
つ
の
分
科
会
に
別
れ
研
究
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
、
青
森
県
生
涯
学
習
審
議

員
の
太
田
勇
一
先
生
を
講
師
に

「
一
生
勉
強
一
生
青
春
…
…
子

ど
も
か
ら
学
び
得
た
も
の
」
と

い
う
題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。二
日
目
は
、
「
生
涯
学
習
推

進
体
制
の
整
備
に
取
組
ん
で
」

と
い
う
事
例
発
表
を
も
と
に
、

各
市
町
村
の
担
当
者
や
住
民
の

み
な
さ
ん
で
活
発
な
討
論
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
生
涯
学

習
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ビ

デ
オ
を
観
賞
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を

閉
会
し
ま
し
た
。

人
々
が
生
涯
に
わ
た
り
、
必

要
に
応
じ
て
学
習
で
き
る
よ
う

行
政
の
様
々
な
教
育
機
能
を
総

合
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
な

ど
、
生
涯
学
習
体
系
へ
の
移
行

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲生涯学習のまちづくりセミナー

教育長就任のあいさつ

佐井村教育委員会

教育長 三戸 重一

三
月
に
退
職
以
来
六
ヶ
月
間
、

自
由
人
と
し
て
の
ん
び
り
生
活

が
で
き
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を

味
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

図
ら
ず
も
、
ま
た
、
教
育
に
携

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
浅
学
の
私
で
す
が
、

佐
井
村
学
校
教
育
、
社
会
教
育

の
た
め
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
と
ち
か
っ
か
立
場
で
、

村
民
の
皆
様
の
お
世
話
に
な
る

と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

レ
ヲ
Ｙ
－

ス

ーフ
ォ
ー
ヲ
（
一
・
あ
お
ち
り

県
女
子
青
年
の
集
い
で
交
流
を
深
め
る

第２６回佐井杪」哮生お話し大会
十
月
二
日
、
佐
井
小
学
校
体

育
館
で
、
村
内
六
校
の
小
学
生

が
一
堂
に
会
し
て
、
第
二
十
六

回
佐
井
村
小
学
生
お
話
し
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
は

童
話
・
物
語
を
、
四
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
は
生
活
経
験
を
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
原
田
小
学
校

の
代
表
が
、
昨
年
に
続
き
両
部

門
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
生
活
経
験
の
部
最

優
秀
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

ｙ

童
話
・
物
語
の
部

最

優
秀
賞

原
田
小
三
年

池
田

彩
子

優

秀

賞

磯
谷
小
三
年

横
浜
か
お
り

優

良

賞

長
後
小
二
年

内
田

智
子

努

力

賞

福
浦
小
二
年

田
中
一

世

々

佐
井
小
二
年

福
浦

麻
子

々

牛
滝
小
三
年

竹
内
か
お
り

▼
生
活

経
験
の
部

最
優
秀
賞

原
田
小
六
年

金
沢
留
美
子

・

優

秀

賞

磯
谷
ふ
四
年

金
沢
美
佳

優

良

賞

牛
滝
小
四

年

大
畑

恭
平

努

力

賞

長
後
小
六
年

内
田

貴
生

々

福
浦
小
五
年

田
中
幸
子

”

佐
井
小
六
年

奥
本
千

夏

「
今

、
思
え

ば
」
原
田
小
学
校
六
年

金

沢

留
美
子

ぐ
ず
つ
い
た
雨

が
降
っ
て
い

ま
し
た
。
朝
だ
と
い
う
の
に
、

外
は
、
雪
の
降
る
夜
の
よ
う
に
、

し
い
ん
と
静
ま
り
返
っ
て
い
ま

し
た
。

「
留
美
子
！
留
美
子
！
」

と
、
母
の
声
が
遠
く
に
聞

こ
え

ま
す
。

「
留
美
子
１
・
何
し
て
る
の
、
学

校
さ
い
が
ね
の
が
」

『
学
校
』
そ
の
言
葉
を
聞
い
た

と
た
ん

「
行
き
た
ぐ
ね
～
！
」

と
言
っ
て
布
団
に
も
ぐ
り
こ
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
っ
き

り
…
、
た
だ
心
臓
の
ド
キ
ド
キ

す
る
音
と
「
何
し
た
の
！
」「
ど

う
し
た
の
！
」「
腹
い
で
の
が
？
」

と
繰
り
返
す
母
の
声
だ
け
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。



十
月
三
日
・
四
日
の
二
日
間

ア
ル
ザ
ス
、
ケ
ビ
ン
（

ウ
ス
や

振
興
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て

”
レ
デ
ィ
ー
ス

ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

あ
お
も
り
″
第
十
八
回
青
森
県

女
子
青
年

の
集

い
が
開
催
さ
れ

約
六
十
人

が
参
加
し
て
地
元
青

年
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
ア
ル
ザ
ス
に
集

合
し
て
開
会
式
に
続
き
、
交
流

会
を
行
っ
た
あ
と
、
場
所
を
が

ん
か
け
公
園
に
移
動
し
て
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
ケ
ビ
ン
（

ウ

ス
各
棟
で
は
、
夜
遅
く
ま
で
の

語
り
合
い
な
ど
で
交
流
を
深
め
、

多
く
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
自
分
た
ち
で
作

っ
た
朝
食
を
済
ま
せ
た
あ
と
、

各
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
全
体
会
で
締
め
く
く
り
来
年

の
再
会
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し

た
。

▼交流を深めた県女子青年の集い

国の教育ローンを受付していまｇ・

国民金融公庫では、今年も

「教育ローン」の申込みを受

付しています。

この制度は、早く、安く、

簡単にをモットーに「国の教

育ローン」の愛称で親しまれ、

これまで全国で多くの方にご

利用いただいてい ます。

＜ 融資の概要＞

・高等学校、高等専門学校、

短大、大学、大学院、専修

学校、各種学校（修業年限

６ヶ月以上）、予備 校に入

学、在学される方の保護者

が利用で きます。

・進学に際して必要な、全て

の資金があてはまります。

（授業料、入学時の学校納

付金、アパート敷金等）

・融資額は、１進学者あたり

１５０万円以内。

・返済期間は、高校、短大、

専修学校、各種学校は５年

以内。大学、高等専門学校

は６年以内。

・利率は年６．０％です。（利率

は変 わることがあり ます）

・保証は卵教育資金融資保証

基金 または保証人１名以上

が必要です。

・返済方法は毎月元利均等返

済ですが、ボーナス月増額

返済 もできます。

※申込みは随時受付してい ま

す。

問い合せは

〒０３０ 青森市長島１－４－２

国民金融公庫青森支店

まで。

００１７７（２３）２３３１

あ
れ
は
、
五
年
生
の
あ
る
日

の
こ
と
で
す
。
い
つ
も
の
よ
う

に
登
校
し
た
私
は
、
教
室
に
入

り
、
「
お
は
よ
う
！
」
と
、
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
い
つ
も
な

ら
、
気
持
ち
の
よ
い
返
事
が
返

っ
て
く
る
の
に
、
今
日
に
か
ぎ

っ
て
返
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
聞

こ
え
な
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
、

も
う
一
度
…
…
。
と
こ
ろ
が
・：

す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。
私

は
無
視
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

「
ど
う
し
た
の
？
私
か
何
か
し

た
？
」

と
聞
い
て
も
、
何
も
話
し
て
く

れ
ま
せ
ん
。
結
局
、
そ
の
日
一

日
、
口
を
き
か
ず
に
過
ご
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
次
の
日
も
、

そ
の
次
の
日
も
…
…
。

女
子
三
人
し
か
い
な
い
学
級

で
、
無
視
さ
れ
、
変
な
目
で
見

ら
れ
る
そ
の
ふ
ん
い
き
が
、
私

に
は
と
て
も
絶
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
学
校
に
行
っ
て
も
話

を
す
る
友
達
が
い
な
い
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
学
校
を
休
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

朝
に
な
る
と
、
お
腹
が
ギ
ュ

ー
ツ
と
痛
く
な
り
友
達
の
事
を

考
え
る
と
頭
が
痛
く
な
り
、
気

が
付
く
と
、
泣
い
た
り
わ
め
い

た
り
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん

な
生
活
が
何
ヶ
月
も
続
き
ま
し

た
。そ
ん
な
私
を
見
て
、
母
は
、

泣
い
て
い
ま
し
た
。
泣
い
て
目

を
は
ら
し
て
い
る
母
の
顔
を
見

て
も
、
自
分
か
ら
進
ん
で
学
校

に
行
く
こ
と
が
ど
う
し
て
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
生

や
知
り
合
い
の
人
に
、

何
十
回
も
迎
え
に
き
て
も
ら
っ

た
。
毎
日
、
涙

も
で
な
く
な
る

ぐ
ら
い
泣
い
て
、
大
き
な
声
で
。

『
い
や
だ
～
！
』

と
わ
め
き
、

学
校
に
行
く
の
を
い
や
が
っ
た

…
私
。
学
校
に
き
て
も
、
玄
関

に
も
入

れ
ず
、
た
だ
何
十
分
も

う
ず
く
ま
り
、
友
達
が
や
さ
し

く
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
に
、

答
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

…
私
。
今
、
思
え
ば
、
何
と
わ
が
ま

ま
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

自
分
で
わ
か
っ
て

い
る
こ
と

が
一
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た

の
は
、
友
達
の
せ
い
だ
け
で
は

な
い
と
い
う
事
で
す
。
私
も
、

一
人
の
友
達
を
独
占
し
た
く
て
、

他
の
友
達
の
悪
口
を
言
っ
た
り
、

仲
間
外
れ
に
し
た
り
、
平
気
で

や
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
。
相

手

の
心

の

い
た
み

が
わ

か
ら

ず
、
自
分
か
さ
れ
て
は
じ
め
て

わ
か
り
ま
し
た
。

あ
ん
な
事
に
く
じ
け
て
、
家

族
や
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
、

一
人
で
も
失
い
た
く
な
い
犬
切

な
友
達
の
心
を
傷
付
け
、
自
分

の
わ
が
ま
ま
を
押
し
通
そ
う
と

し
た
あ
の
頃
の
自
分
を
、
今
は
、

と
て
も
は
ず
か
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
辛
い
事

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
私
は
決
め
ま
し
た
。

『
も
う
、
友
達
を
い
じ
め
た
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
く
じ
け

た
り
し
な
い
ぞ
！
・
』
と
。



国

保

の

し

お

り

第５回

隹
井
村
健
康
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
っ

く
り
、
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
五
回
佐
井
村
健
康
づ
く
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
村
内
各
地

区
か
ら
約
四
百
人
が
集
い
、
ア

ル
ザ
ス
を
会
場
に
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
国
民
健
康
保

険
の
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ

ン
事
業
の
指
定
を
契
機
に
、
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、

十
月
十
日
「
体
育
の
囗
」
を
記

念
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。開
会
式
に
お
い
て
、
国
民
健

康
保
険
優
良
家
庭
表
彰
（
黒
澤

日
出
男
さ
ん
他
九
名
）
、
国
民

健
康
保
険
小
・
中
学
生
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
特
別
表
彰
（
佐
井
小

学
校
三
年
内
藤
ま
ど
か
さ
ん
他

二
名
）
、

並
び
に
良

い
歯
コ

ン

ク
ー
ル
表
彰

（
佐
井
中
学
校
三

年
樋
口
基
嗣
さ
ん
他
三
名
）

が

行
わ
れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
、
弘
前
大
学

助
教
授
松
下
清
子
先
生
が
考
案

し
た
「
ふ
れ
あ
い
ダ
ン
ス
」
の

発
表
と
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ダ
ン
ス
は
、
佐
井
村
の
象

徴
で
あ
る
「
ヒ
バ
」
「
ミ
サ
ゴ
」

「
ス
カ
シ
ユ
リ
」
を
取
り
入

れ

た
創
作

ダ
ン
ス
で
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
無
理
な
く
楽

し
め
る
も
の
で
す
。
音
楽
も
こ

の
ダ
ン
ス
の
た
め
に
作
曲
さ
れ

た
も
の
で
、
テ
ン
ポ
の
よ
い
軽

快
な
曲
に
仕
上
っ
て
い
ま
す
。

会
場
を
埋
め
た
人
た
ち
の
う
ち

四
十
名
程
が
ダ
ン
ス
の
指
導
を

受
け
、
三
十
分
足
ら
ず
で
踊
れ

る
よ
う
に
な
り
、
簡
単
さ
も
受

け
盛
り
上
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。前
日
の
雨
で
心
配
さ
れ
た
天

候
も
、
当
日
は
カ
ラ
ッ
と
し
た

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
体

育
日
和
。
保
健
体
育
コ
ー
ナ
ー

で
の
「
歩
け
歩
け
大
会
」
に
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅

広
い
層
の
参
加
者
が
あ
り
、
ア

ル
ザ
ス
か
ら
森
林
体
験
館
ま
で

往
復
の
コ
ー
ス
に
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

保
健
衛
生
の
各
コ
ー
ナ
ー
も

大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見

せ
、
な
か
で
も
保
健
協
力
員
と

食
生
活
改
善
推
進
員
の
み
な
さ

ん
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
健
康
劇

は
、
楽
し
い
な
か
に
も
観
衆
に

訴
え
る
も
の
が
あ
り
、
健
康
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
す

る
と
と
も
に
、
健
康
に
対
す
る

認
識
を
新
た
に
し
、
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

▲作品コンクール入賞の作品

【
表
彰
を
受
け
た
み
な
さ
ん
】

■
健
康
優
良
家
庭
表
彰

古
佐
井

里
澤
日
出
男
さ
ん

立
崎

茂
志
さ
ん

大
佐
井

角
本

一
男
さ
ん

鈴
木
冨
四
郎
さ
ん

津
田

鐵
男
さ
ん

東
出

藤
雄
さ
ん

福
田
時
三
郎
さ
ん

矢

越

七
戸

松
栄
さ
ん

長

後

畑
野

三
郎
さ
ん

牛

滝

長
谷
川
福
一
さ
ん

■
国
民
健
康
保
険
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

標
語
の
部

○
特
別
賞

佐
井
街

二
年

内
藤
ま
ど
か

不

学
校
一
年
生
】

特

選

福
浦
小

田
中

成
三

準
特
選

原
田
小

金
沢

智
克

佳

作

佐
井
ふ

佐
々
木
良
慶

”

金
沢
真
由
美

”

竹
内

瞳

”

能
登
真
紀
子

原
田
小

池
田
貴
亜
樹

示

学
校
二
年
生

特

選

佐
井
小

奥
本

恵

準
特
選

〃

大
沼
ち
え
み

原
田
小

佐
藤

俊
彦

佳

作

佐
井
小

丹
藤

智
子

”

太
田

竜
馬

原
田
ふ

金
沢

偉
人

福
浦
小

田
中

一
世

牛
滝
小

竹
内

学

示

学
校
三
年
色

準
特
選

磯
谷
ふ

佐
々
木
宏
子

牛
滝
小

船
越

一
也

佳

作

佐
井
小

岩
泉

竜
太

原
田
小

宮
田

大
輔

牛
滝
小

竹
内
か
お
り

不

学
校
四
年
生

準
特
選

牛
滝
小

大
畑

恭
平

佳

作

佐
井
小

福
田
め
ぐ
み

原
田
小

下
斗
米

満

磯
谷
小

福
田

賢
一

”

金
沢

美
佳

示

学
校
五
年
生

特

選

原
田
小

池
田

貴
子

準
特
選

佐
井
小

佐
賀

宗
敬

”

能
登

昌
博

磯
谷
小

福
田
久
美
子

佳

作

佐
井
小

竹
内

美
貴

”

宮
木

育
美

”

鹿
島

和
子

福
浦
小

田
中

幸
子

”

田
中

貴
史

示

学
校
六
年
色

特

選

佐
井
小

内
田

明
美

準
特
選

〃

竹
本

行
佳

原
田
小

金
沢
留
美
子

佳

作

佐
井
小

奥
本

政
栄

”

磯
川

人
美

原
田
ふ

藤
田

良
平

一
中
学
校
一
年
生

特

選

福
浦
中

田
中

智
明

準
特
選

長
後
中

池
田

陽
子

福
浦
中

田
中

直
子

佳

作

佐
井
中

木
下

力

”

中
村

久
美

牛
滝
中

竹
内

浩

”

竹
内

紘
子

］中
学
校
二
年
生

佳

作

佐
井
中

熊
谷

隆
二

福
浦
中

内
藤

正
彦

箏

学
校
三
年
色

特

選

福
浦
中

柳
田

一
則

準
特
選

長
後
中

細
間

美
香

福
浦
中

越
膳

路
雄

佳

作

佐
井
中

渋
田

育
世

”

上
山

京
子

”

大
石

香
織

ポ
ス
タ
ー
の
部

○
特
別
賞

佐
井
坐
（
年

島
野
可
奈
子

不

学
校
二
年
生

準
特
選

佐
井
ふ

福
浦

麻
子

示

学
校
六
年
生

特

選

佐
井
小

内
田
利
花
子

準
特
選

〃

川
岸

雅
也

”

若
山
美
穂
子

佳

作

〃

島
野

尊
枝

”

伊
勢

祐
子

”

小
向

辰
徳

一
中
学
校
一
年
色

準
特
選

佐
井
中

宮
木

幸
子

佳

作

〃

松
谷

小
見

”

瀬
原
貴
利
子

示

学
校
二
年
生

準
特
選

佐
井
中

中
田

浩
雄

佳

作

〃

木
下

良
一

”

熊
谷

隆
二

”

宮
川

勝
徳

】中
学
校
三
年
生

準
特
選

佐
井
中

上
山

京
子

佳

作

〃

七
戸

祭
子

”

宮
川

苳
布

”

浜
野

政
子

習
字
の
部

Ｏ
特
別
賞

佐
井
中
三
年

横
浜

伸
代

示

学
校
一
年
生

特

選

原
田
小

池
田
貴
亜
樹

準
特
選

〃

藤
田

啓
介



澀
蠢
吉
辰

長
年
、
会
社
や
役
所
に
勤
め

た
あ
と
退
職
し
、
厚
生
年
金
な

ど
の
被
用
者
年
金
か
ら
年
金
を

も
ら
っ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族

は
、
七
十
歳
に
な
っ
て
老
人
保

健
に
移
る
ま
で
「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

一

対

象

と

な

る

人

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
。

①

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
。

②

老
人
保
健
法
の
適
用
を

受
け
て
い
な
い
。

③

厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
な
ど
の
被
用
者
年
金

の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を

受
け
て
い
る
。
ま
た
は
、

通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
け
て
い
る
人
で
、
被

用
者
年
金
の
み
の
加
入
期

間
が
二
十
年
以
上
か
四
十

歳
以
後
の
加
入
期
間
が
十

年
以
上
あ
る
人
。

●
畠

豐

｀
に
ぶ

石
な

窓
口
で
、
「
国
民
健
康
保
険

退
職
被
保
険
者
証
」
を
提
出
し

て
受
診
し
ま
す
。

自
己
負
担
額
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
退
職
被
保
険
者
（
本
人
）

外
来

二
割

入
院

二
割

○
被
扶
養
者
（
家
族
）

外
来

三
割

入
院

二
割

医 療 費の状況

〔７月診療分〕

国促 （若人分丿 加 人蒼勁１６仙 人

退職者医療 加入者数 ６２人

老人医療 対象者贄 ４昭 人

準
特
選

原
田
ふ

金
沢

智
克

佳

作

佐
井
小

石
戸

絵
美

不

学
校
二
年
色

特

選

長
後
小

内
田

智
子

準
特
選

佐
井
小

福
田

千
春

原
田
小

佐
藤

真
彦

牛
滝
小

坂
井

健
人

佳

作

佐
井
小

福
浦

麻
子

”

大
沼
ち
え
み

”

樋
口

友
紀

原
田
小

金
沢

偉
人

牛
滝
小

竹
内

学

不

学
校
三
年
生
】

特

選

佐
井
小

菊
池

晃
一

準
特
選

〃

渋
谷
三
武
郎

磯
谷
小

佐
々
木
宏
子

牛
滝
小

船
越

幸
子

”

船
越

一
也

佳

作

磯
谷
小

松
本

正
弘

”

横
浜
か
お
り

牛
滝
小

竹
内

信
子

不

学
校
四
年
色

特

選

佐
井
小

吉
田
詠
美
子

準
特
選

〃

能
登
留
美
子

”

七
戸
三
枝
子

”

島
野
理
香
子

佳

作

〃

エ
壁

廣

子

”

北
野

達
宣

磯
谷
小

福
田

賢
一

”

金
沢

美
佳

示

学
校
五
年
色

特

選

原
田
小

池
田

貴
子

準
特
選

福
浦
小

田
中

幸
子

牛
滝
小

中
西

伸
吾

”

坂
井

麻
子

佳

作

長
後
小

大
石
美
千
代

牛
滝
ふ

竹
内
由
香
理

”

竹
内

晋
司

”

船
越
奈
津
子

”

竹
内
美
香
子

示

学
校
六
年
生

特

選

牛
滝
小

竹
内
真
紀
子

準
特
選

長
後
小

内
田

貴
生

”

滝
本
奈
津
子

佳

作

磯
谷
小

福
田

昌
子

”

松
本
あ
か
ね

牛
滝
小

中
西

泰
寛

示

学
校
一
年
色

特

選

福
浦
中

田
中

智
明

準
特
選

佐
井
中

鹿
島

恵
子

”

若
山

学

”

大
畑

勉

佳

作

〃

佐
賀

彩
子

々

田
中
み
ゆ
き

”

中
村

秀
一

”

竹
本

静
佳

長
後
中

池
田

陽
子

示

学
校
二
年
生

特

選

磯
谷
中

福
田

拓
巳

準
特
選

佐
井
中

高
橋
沙
葉
子

牛
滝
中

大
畑

隆
道

”

船
越

貴
幸

佳

作

佐
井
中

宮
川

勝
徳

”

中
田

浩
雄

”

宮
川

明
美

長
後
中

内
田

彩
子

福
浦
中

内
藤

正
彦

示

学
校
三
年
生

特

選

佐
井
中

山
囗

健
二

準
特
選

〃

辻

裕
樹

”

七
戸

祭
子

牛
滝
中

竹
内

公
市

佳

作

佐
井
中

渋
田

育
世

”

船
越

洋
文

”

小
向

誠

磯
谷
中

福
田

貴
子

”

横
浜

篤
史

牛
滝
中

竹
内

尚
子

■
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者

○
最
優
秀
賞

佐
井
中
三
年

樋
口

基
嗣

○
優
秀
賞

佐
井
小
一
年

石
戸

直
道

”

六
年

小
向

辰
徳

佐
井
中
一
年

松
谷

ふ
見

○
優
良
賞

原
田
小
二
年

佐
藤

真
彦

佐
井
坐
（
年

高
橋

雅
之

”

六
年

大
石

裕
人

”

六
年

佐
々
木
信
宏

”

六
年

奥
本

千
夏

”

六
年

若
山
美
穂
子

”

六
年

竹
内
洸
路
子

磯
谷
小
五
年

福
田
久
美
子

”

六
年

福
田

昌
子

長
後
小
五
年

滝
本

尚
太

”

六
年

内
田

貴
生

”

六
年

滝
本
奈
津
子

福
浦
小
五
年

田
中

貴
史

”

五
年

田
中

幸
子

牛
滝
小
五
年

中
西

伸
吾

佐
井
中
一
年

浜
野

定
人

”

一
年

若
山

一
幸

”

一
年

伊
勢

政
人

”

二
年

大
畑

浩
幸

”

二
年

宮
川

勝
徳

”

二
年

宮
沢

圭

”

二
年

奥
本

藍
子

”

二
年

金
沢

耕
一

”

二
年

横
浜

純
子

”

三
年

小
向

誠

”

三
年

三
戸

裕
介

”

三
年

渋
田

昌
嗣

磯
谷
中
二
年

後
藤

和
也

”

二
年

横
浜

和
志

”

二
年

横
浜

寿
子

長
後
中
一
年

細
間
絵
利
子

”

三
年

細
間

美
香



保健婦だより

さあ／始めよう

「歩々建康法」

運動をしている人は

成人病になりにくい

圧

使

わ

な

い

と

弱

る

足

老
化
は
足
か
ら
、
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

交
通
機
関
の
発
達
に
よ
り
、

私
た
ち
は
歩
か
ず
に
車
に
乗
っ

て
隣
町
へ
買
物
に
行
き
ま
す
。

機
械
は
使
わ
な
け
れ
ば
サ
ビ
つ

き
ま
す
が
、
足
も
同
じ
こ
と
。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
足
は
老
化

を
早
め
ま
す
。
足
が
弱
る
と
か

ら
だ
も
弱
り
ま
す
。

「
成
人
病
」
を
運
動
不
足
病
」

と
呼

ん
で

い

る
専
門

家

が

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

荳

器

七
健
康
四
た
め
に

運
動
か
必
要
な
宕

す
分

宇
宙
飛
行
士
の
地
球
帰
還
後

の
体
調
不
調
の
原
因
が
、
宇
宙

船
内
の
運
動
不
足
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
運
動
不
足

が
健
康
に
お
よ
ぼ
す
影
響
が
実

証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
最
近
の
研
究
で
は
、
適
度
な

運
動
を
お
こ
な
う
と
、
薬
を
使

わ
な
い
で
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、

高
脂
血
症
を
軽
く
す
る
こ
と
が

足
操
術
実
践

一
代
表
的
な
瀛

動
欠
乏
熈

●虚血性心疾患
（狭心症、心筋梗塞）

●糖尿病
●動脈硬化症
●高脂血症

（高コレステロール血症）
●高血圧症

●腰痛症
●骨粗しょう症

困
っ
た
、
ど
う
す

る
、
す
ぐ
コ
コ

を
圧

廿
″・

田
頭
髪
の
老
化
防
止
な
ら

湧
泉
を
中
心
と
し
た
土
踏
ま

ず
を
よ
く
押
す
と
、
髪
の
毛
の

老
化
を
防
げ
ま
す
。

回
集
中
力
、
記
憶
力
増
進
な
ら

足
の
親
指
を
剌
激
し
て
い
る

と
、
集
中
力
・
記
憶
力
が
一
段

と
増
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

回
二
日
酔
い
な
ら

足
の
親
指
・
小
指
を
よ
く
揉

む
と
二
日
酔
い
に
よ
く
効
き
ま

す
。
ま
た
、
足
の
親
指
に
力
を

入
れ
て
歩
く
と
、
二
日
酔
い
の

防
止
に
な
り
ま
す
。

国
肩
こ
り
な
ら

足
の
親
指
の
爪
の
元
と
、
小

指
の
爪
の
元
を
よ
く
揉
む
と
、

肩
こ
り
が
ほ
ぐ
れ
て
気
分
が
さ

わ
や
か
に
な
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
回
便
秘
や
下
痢
な
ら

足
の
親
指
・
第
二
趾
・
小
指

の
爪
の
元
を
よ
く
揉
む
と
、
消

化
吸
収
が
よ
く
な
り
、
便
秘
や

下
痢
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

回
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ら

足
の
親
指
、
湧
泉
、
足
心
を

圧
し
た
り
揉
ん
だ
り
す
る
と
イ

ラ
イ
ラ
が
お
さ
ま
り
ま
す
。

図
体
が
だ
る
い
な
ら

２
日
邱

Ｏ

れ

健
康
相
談
囗

１
日

づ

受
付
時
間

２４１６
い
い

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
・
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

５
日
水

長
後
地
区
看
護
教
室

食
生
活
講
習
会

場
所

長
後
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
１０
時
～

午
後
２
時

１０
日
次

母
親
教
室

場
所

役
場
・
和
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

１８
日
水

圜
佐
井
地
区
看
護
教

室
・
食
生
活
講
習
会



で

お
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を
し
て

い
る
人
は
成
人
病
に
な
り
に
く

い
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

回

歩

く

効

用

１０

①
自
分
の
住
ん
で
ぃ
る
周
囲
の

状
況
確
認
が
で
き
た
り
、
新

発
見

が
で
き
る

②
体
力
づ
く
り
に
な
る

②
老
化
を
防
止
す
る

①
四
季
の
変
化
、
季
節

感
が
味

わ
え
る

③
気
分
転
換
が
で
气

ス
ト
レ

ス
解
消

が
は
が
れ
る

⑤
心
と
か
ら
だ
を
イ
キ
イ
牛
健

康
に
す
る

⑦
近
所
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
は
が
れ
る

⑧
だ
れ
に
で
も
で
き
る
手
軽
な

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

⑤
肥
満
防
止
が
で
き
る

⑩
若
々
し
く
な
り
、
肌
も
美
し

く
な
る

圖
一

踏
ま
ず
は

｀
二
″
な
い
と
″一
化
す
ら

土
踏
ま
ず
は
、
足
が
着
地
し

た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
を
や
わ
ら

げ
て
足
の
骨
を
保
護
し
、
か
ら

だ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
な
ど
、

大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。と
こ
ろ
が
最
近
、
土
踏
ま
ず

の
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。
自
然
の
ク
ノ
ン
ヨ
ン
と
い

へ

べ
き
土
踏
ま
ず
が
な
い
と
、

足
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
が
直
接
伝
わ

る
た
め

▼
疲
れ
や
す
く
な
る

▼
転
び
や
す
い

ｙ
骨
折
し
や
す
い

▼
運
動
能
力
が
低
下
す
る
た

め
行
動
力
が
飩
く
な
る

な
ど
の
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

土
踏
ま
ず
は
、
一
度
形
成
し

た
か
ら
安
心
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
歩
く
こ
と
が
少
な
く
な

る
と
も
と
に
も
ど
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
子
ど
も
も
お
と
な
も
歩

く
と
い
う
行
為
は
、
健
康
を
守

る
う
え
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
大

切
な
動
作
な
の
で
す
。

足
の
親
指
と
第
二
趾
を
よ
く

揉
む
と
全
身
の
活
力
を
促
し
、

だ
る
さ
が
と
れ
ま
す
ゝ

回
眠
れ
な
い
な
ら

失
眠
と
湧
泉
を
刺
激
す
れ
ば

膀
胱
経
、
腎
経
に
つ
な
が
る
ツ

ボ
に
よ
っ
て
腎
機
能
を
高
め
て

安
眠
で
き
ま
す
。

回
の
ぼ
せ
て
し
ま
っ
た
な
ら

湧
泉
を
刺
激
し
血
圧
を
安
定

さ
せ
る
と
、
の
ぼ
せ
も
と
れ
ま

す
。
回
食
べ
過
ぎ
た
な
ら

お
な
か
の
（

リ
は
第
二
趾
を

よ
く
揉
む
と
、
胃
腸
の
消
化
吸

収
力
が
高
ま
っ
て
よ
く
な
り
ま

す
。
回
冷
え
症
な
ら

小
指
の
爪
の
付
け
根
の
辺
り

に
、
灸
か
湧
泉
へ
の
刺
激
を
与

え
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

皿
高
血
圧
な
ら

足
裏
を
ト
ン
ト
ン
叩
き
ま
し

ょ
う
。
特
に
湧
泉
を
中
心
と
し

て
叩
く
と
、
血
液
循
環
が
良
く

な
り
高
血
圧
安
定
へ
。

ウォーキング（歩く）健康法

さあ ／始めよう

場

所

古

佐

井

農

業

研

修

セ

ン

タ

ー

時

間

午

前

１０

時

～

午

後

３

時

２５

日

米

リ
（

ビ

リ

教

室

場

所

ア

ル

ザ
ス

し

お

さ

い

ホ

ー

ル

時

間

午

後

１

時

～

３

時

２６

日

祟

乳

児

・

三

歳

児

健

診

場

所

役

場

・

和

室

時

間

午

後

１２

時

３０

分

～

午

後

３

時

対

象
乳

児

）

平

成

４

年

７

月

生

同

年

４

月

生

平

成

３

年

１１一
月

～

１２

月

生

平

成

４

年

１

月

生

三

歳

児

）

平

成

元

年

４

月

～

６

月

生

２７

日

蚩

老

人

健

康

教

室

場

所

古

佐

井

農

業

研

修

セ

ン

タ

ー

時

間

午

前

９

時

～

１２

時

３０

日

㈲

原

田

地

区

看

護

教

室

食

生

活

講

習

会

場

所

原

田

地

区

生

活

改

善

セ

ン

タ

ー

時

間

午

前

１０

時

～

午

後

２

時



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

Ｕ

犬

山 愬

＼
３↓２９４

日
…
…

夜

間

の

交

通

事

故

防

止

湎

信
知

ぜ

え
七
が
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る

夜
間
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
が
、
急
激
に
増
え
て

い
ま
す
。

今
年
の
七
月
末
現
在
の
交
通
事

故
死
者
数
は
六
、
二
六
八
人
。

こ
れ
は
例
年
に
な
く
激
し
い
状

態
で
、
昨
年
の
同
期
と
比

べ
て

三

五

人

も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
昼
夜
別
に
み
る
と
、

夜
間
の
死
者
数
が
圧
倒
的
に
多

く
、
昼
間
の
死
者
数
に
比

べ
て

八
一
八
人

も
多
い
三
、
五
四
三

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
夜
間
の
死
亡
事

故
が
急
増
し
て
い
る
背
景
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。夜
間
の
交
通
事
故
の
原
因
を

点
検
し
な
が
ら
、
事
故
防
止
の

ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

夜
間
の
交
通
事
故
死
者
の
特

徴
は
、
年
齢
層
別
で
は
十
六
～

二
十
四
歳
の
若
者
と
、
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
に
多
い
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
状
態
別
に
み
る

と
、
若
者
の
自
動
車
乗
車
中
と

高
齢
者
の
歩
行
中
の
死
者
数
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
と
嶝
一一一
ｔ
忿

瑜

つ
け
た
い
三
つ
｀
要
因

一歩行者や自転車乗用者の注意点－－ドライバーの注意点－

交 通 標 識 豆 知 識（その６）

平成４年１１月１日より道路交

通法が改正されました。そこで、

改正になった標識令を、数回に

分けて掲載します。

Ｏ「横断歩道・自転車横断帯」の
新しい標識が でき ました。

＠図で「車両の種類」を示す補助標識が
できました。

（例えば）

人型貨物自動車・大型特

殊自動車を対象にした「指

定方向外進行禁止」の規

制標贏は、右のようになり

ます。

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成 ４年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

青森県交通安全フェスティバル
と き 平成４年１１月８日（日）
１０：３０～１５：３０

ところ 青森市文化会館（入場無料）

≪特別講演≫ 落語家 三遊亭円楽
≪併催行事≫・交通安全功労の表彰

・交通安全弁論発表
・吹奏楽演奏

その他講習会、各種展示コーナー
など催し物多数

シートベルト しめる心が 身を守る



若
者
の
場
合
は
、
午
後
十
時

か
ら
午
前
二
時
ま
で
の
間
に
死

亡
事
故
が
多
発
―

そ
の
原
因

の
多
く
は
、
自
分
の
運
転
技
術

を
過
信
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
り
カ
ッ
コ

よ
く
見
ら
れ
た
い
と
だ
け
を
考

え
、
自
分
を
見
失
っ
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
な
ど
の
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
が
低
い
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
場
合
は
、
日
没
前

後
の
時
間
帯
に
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
多
く

は
、
信
号
無
視
や
無
理
な
道
路

横
断
な
ど
匸

咼
貽
者
が
交
通
ル

ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

い
な
い
こ
と
で
す
。「
高
齢
者

だ
か
ら
車
の
ほ
う
で
止
ま
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
高

齢
者
特
有
の

。甘
え
”
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
う
え
夜
間
と
い
う
こ
と

で
、
若
者
と
高
齢
者
の
ど
ち
ら

の
場
合
に
も
、
次
の
三
つ
の
要

因
（
共
通
点
）
が
加
わ
り
ま
す
。

・
視
界
や
視
野
が
悪
く
な
る

・
ス
ピ
ー
ド
感
覚
が
鈍
る

・
一
日
の
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い

る
死
亡
事
故
の
約
六
割
が

夜
間
に

起
き

る

昼
僕
別
に
交
通
事
故
の
発
生

状
況
を
み
る
と
、
夜
間
の
発
生

件
数
は
全
体
の
約
三
分
の
一
で

す
。
し
か
し
、
死
亡
事
故
だ
け

で
み
る
と
、
約
六
割
を
占
め
て

い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
夜
間

の
交
通
事
故
は
、
死
亡
事
故
に

つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う
こ
と

が
い
え
ま
す
。

夜
間
は
、
交
通
事
故
が
起
こ

り
や
す
い
要
因
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
ま
す
。
昼
間
よ
り
も
気
を
引

き
締
め
て
、
交
通
安
全
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

青森県交通安全フェステイノ徭

が開催されます

多発する交通事故 を防止す

るため、交通安全に関する各

種の展示会や講演などを通し

て、交通安全の意識 を高める

ことを目的に、次のとおり開

催されます。

母の会会員のみなさんの参

加 をお願いし ます。

■ 日 時

１１月８日（日） 午前１０時３０分

から午後３時３０分

・ 場 所

青森市文化会館

む
つ
・
下
北
ブ
ミ

ク
研
搖
会
に
皋
加
し
て

会
長

松

谷

一
二

枝

十
月
一
日
、
大
畑
町
中
央
公

民
館
を
会
場
に
、
交
通
安
全
母

の
会
む
つ
・
下
北
ブ
ロ
ヨ
ク
研

修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
県
交
母
連
合
会
の

間
宮
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
交
通
死
亡
事
故
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
青
森

の
交
通
マ
ナ

ー
ア
ッ
プ
を
母
の
手
で
！
と
強

調
し
て
話
さ
れ
、
交
通
安
全
は

家
庭
か
ら
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
畑
中
大
畑
町
長
か
ら
、

敬
老
会
で
は
、
い
つ
も
あ
い
さ

つ
の
中
で
、
気
は
若
く
て
も
体

は
年
を
取
っ
て
き
て
い
る
の
で

横
断
す
る
と
き
は
、
右
・
左
を

確
認
し
て
、
十
分
注
意
し
て
渡

る
よ
う
に
！

と
話
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

・
続
い
て
、
む
つ
警
察
署
交
通

係
長
か
ら
、
交
通
事
故
の
状
況

に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
交

通
死
亡
事
故
が
一
ヶ
月
以
上

も

早
く
百
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
「
心
」
の
内
面
的

な
も
の
で
、
家
庭
の
悩
み
が
大

き
い
原
因
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
故
の
原
因
は

①
酒
酔
い
運
転
が
多
い
（
青
森

県
は
全
国
一
位
、
不
名
誉
な
こ

と
で
す
）

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
（
着

用
し
て
い
れ
ば
八
五
％
の
人
が

助
か
る
は
ず
で
す
）

②
幼
児
の
飛
び
出
し
（
三
分
の

一
に
減
っ
た
が
、
相
変
ら
ず
多

い
。
今
は
甘
や
か
し
が
多
く
、

母
親
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
）

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に

ス
ト
レ
ス
も
加
わ
り
事
故
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
防
止
七
ヶ
条
も
紹

介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

①
一
人
暮
ら
し
は
さ
け
る
。

②
（

Ｉ
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
さ

け
る
。

③
生
活
の
変
化
に
気
を
つ
け
る
。

①
頭
痛
な
ど
が
お
き
た
ら
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
く
。

③
毎
日
三
十
分
以
上
は
運
動
を

す
る
。

⑥
よ
く
笑
う
こ
と
。

⑦
性
生
活
は
疎
遠
に
し
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
気
を
つ
け
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。午
後
か
ら
は
、
鳴
海
健
太
郎

さ
ん
の
「
死
は
冥
土
へ
の
単
身

赴
任
」
と
題
し
か
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

棺
に
は
一
人
し
か
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
。
外
国
は
車

の
道
路
が
作
ら
水
て
い
る
が
、

日
本
は
、
人
、
牛
、
馬
の
通
る

道
が
最
初
で
幅
か
ら
し
て
違
う

こ
と
。
む
つ
（

マ
ナ
ス
ラ
イ
ン

は
、
通
称
（

バ
ナ
シ
ラ
イ
ン
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
恐
山
の

話
し
に
入
り
、
神
仏
混
合
の
山

で
、
昔
は
鳥
居
が
あ
っ
た
こ
と
。

仏
教
の
倫
理
観
に
支
え
ら
れ
た

山
で
、
宇
曽
利
山
湖
と
い
わ
れ

人
生
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
か
霊
魂

の
楢
山
と
も
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
。
む
つ
市
出
身
の
歌
人
、
本

山
栄
一
氏
の
碑
が
建
っ
て
い
て

「
人
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
悲
し
き

過
去
を
も
ち
て
、
賽
の
河
原
に

石
を
積
む
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
代
は
物
の
時
代
だ
け
ど

精
神
文
化
を
学
び
ま
し
ょ
う
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人

で
も
交
通
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
と

お
願
い
し
て
講
演
を
終
え
ま
し

た
。最
後
に
県
交
通
安
全
対
策
室

長
が
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し

た
交
通
安
全
活
動
の
実
践
を
お

願
い
し
て
、
研
修
会
を
終
え
ま

し
た
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

容 〇１７７－２３－２３７９

税を知る週間十
一
月
十
一
日
水
か
ら
十
七

日
出
ま
で
は
「
税
を
知
る
週
間
」

で
す
。
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私

た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税

金
の
仕
組
み
や
使
い
み
ち
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

・１１
月
３ ０
日 は

国 民 健 康 保 険 税（３ 期 ）の

納 期 限 で す

＝納期内納付にご協力ください＝

年末調整の

仕組みと手続き

年末調整は、毎月の給料や

ボーナスから差し引かれた所得

税と、１年間の給与総額に対す

る年税額との差額を精算するも

ので、サラリーマンにとっては

確定申告に代わる大切な手続き

です。

①扶養親族に移動のあった人

②各種保険料の控除を受けよう

とする人

③配偶者特別控除を受けようと

する人

などは、勤務先に忘れずに控除

申告書を提出してください。

詳しくは、最寄りの税務相談

室や税務署にお尋ねください。

明日のあなたを考えて…

年金はあなたが

主人公です

年 金 週 間

■１１月６日～１１月１２日

昭
和
六
十
一
年
四
月
に
改
正

さ
れ
た
年
金
制
度
は
、
す
べ
て

の
国
民
を
対
象
と
し
た
基
礎
年

金
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
将
来
避
け
て
通
る
こ
と
の

で
き
な
い
高
齢
化
社
会
に
対
応

で
き
る
「
長
期
的
に
安
定
し
た

年
金
制
度
」
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
年
金
制
度
が

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
国

民
ど
う
し
の
助
け
合
い
、
世
代

と
世
代
の
助
け
合
い
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
制
度
の

基
盤
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
厚
生
年
金
、
共

済
組
合
の
加
入
者
を
除
い
て
四

十
一
万
四
千
人
が
加
入
し
、
万

一
の
事
故
や
老
後
に
備
え
て
い

ま
す
。
受
給
権
者
数
も
二
十
一
万
七

千
人
を
超
え
、
総
年
金
額
は
八

百
七
十
八
億
円
に
達
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、
す
っ
か
り
生

活
の
中
に
定
着
し
た
国
民
年
金

で
す
が
「
年
金
は
い
ら
な
い
」

「
加
入
し
て
も
保
険
料
を
納
め

て
い
な
か
っ
た
」
な
ど
の
た
め

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人
も
い

ま
す
。
県
と
市
町
村
で
は
、
十
一
月

六
日
か
ら
十
二
日
を
年
金
週
間
、

十
一
月
中
を
国
民
年
金
制
度
推

進
月
間
と
し
て
、
村
民
の
み
な

さ
ん
に
年
金
制
度
を
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
行
事
や
広
報
を
行
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
も

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



１

６０

歳

に

な

る

ま

で

納

め

ま

す

白
営
業
者
な
ど
の
第

言
万
被

保
険
者
の
方
は
、
保
険
料
を
自

分
で
納
め
な
い
と
、
将
来
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

保
険
料

は
、
六
十
歳
に
な
る

ま
で
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

」

保

険

料

の

納

め

方

み
な
さ
ん
の
お
手

も
と
に
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
指

定
さ
れ
た
銀
行
な
ど
で
納
め
ま

す
。納
付
組
織
や
納
税
組
合
を
通

じ
て
納
め
れ
ば
、
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
せ

ん
。

」
滞

納
し

た

保

険

料
は

後

で

納

め

る
こ

と

が

で

き

ま

す

滞
納
分
は
、
二
年
間
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
た
期

間
は
、
滞
納
が
な
か
っ
た
場
合

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

■
や

む
を
え
な
い
場
合

保
険
料
が
免
除
亡
札
ま
す

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
を
払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

持ってますか

年 金 手 帳

秋
が
深
ま
る
と
、
ブ
ド
ウ
酒
の

新
酒
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
国
産

は
十
一
月
に
入
る
と
店
頭
に
並
び
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
物
は
、

日
本
で
は
十
一
月
の
第
三
木
曜
日

に
発
売
さ
れ
ま
す
。

ブ
ド
ウ
酒
は
、
ブ
ド
ウ
を
搾
っ

て
出
る
果
汁
を
発
酵
さ
せ
て

造
る
果
実
酒
で
す
。
最
近
は
、

ワ
イ
ン
と
い
う
英
語
で
呼
ぶ

ほ
う
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。

ワ
イ
ン
と
い
う
と
、
す
ぐ
ブ

ド
ウ
を
連
想
し
ま
す
が
、
実

は
、
ナ
シ
ワ
イ
ン
や
キ
ウ
イ

ワ
イ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と

あ
り
ま
す
。

以
前
、
日
本
で
は
、
加
糖
し
た
甘

い
ス
イ
ー
ト
ワ
イ
ン
（
昔
は
ポ
ー

ト
ワ
イ
ン
と
言
っ
て
い
ま
し
彑

が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近

は
生
ブ
ド
ウ
酒
、
い
わ
ゆ
る
テ
ー

ブ
ル
ワ
イ
ン
が
一
般
的
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
酒
が
現
在
の

よ
う
に
、
日
常
的
に
わ
た
し
た
ち

の
生
活
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
日

本
人
の
食
卓
が
豊
か
に
な
っ
た
こ

と
と
、
女
性
の
愛
好
者
が
増
え
た

た
め
で
し
ょ
う
。

ブ
ド
ウ
酒
の
楽
し
み
方
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
。
赤

と
白
の
飲
み
分
け
に
つ
い
て
も
、

肉
に
は
赤
、
魚
に
は
白
と
か
、
魚

介
類
に
赤
は
い
け
な
い
と
か
、
各

自
の
好
み
で
構
わ
な
い
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
味
わ
っ
て
飲

む
に
は
、
グ
ラ
ス
の
足
を
持
っ
て

光
に
か
ぎ
し
て
色
を
楽
し
み
、
グ

ラ
ス
を
揺
す
っ
て
香
り
を
楽
し
み
、

次
に
少
量
を
口
に
ふ
く
ん
で
、

舌
の
上
で
転
が
す
よ
う
に
し

て
ゆ
っ
く
り
味
わ
う
…
…
な

ど
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
は
、「
ゆ
と
り
創
造

月
間
」
で
す
。
こ
れ
を
機
会

に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ゆ
っ
く

リ
ブ
ド
ウ
酒
を
楽
し
む
な
ど
、

ゆ
と
り
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
創
造
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。



●
ミ
カ
ン
や
カ
キ
の
皮
の
利
用
法
●

香

り

や

彩

り

、
隠

し

味

に

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
ミ
カ

ン
や
カ
キ
が
お
い
し
い
季
節
を

迎
え
ま
す
。
む
い
た
皮
を
捨
て

て
し
ま
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
暮

ら
し
に
利
用
で
き
ま
す
。

ミ
カ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
は
、

独
特
の
い
い
香
り
が
し
ま
す
。

こ
れ
は
皮
の
表
面
に
た
く
さ
ん

あ
る
小
さ
な
粒
々
（
油
胞
と
い

い
ま
す
）
に
、
リ
モ
ネ
ン
や
エ

ス
テ
ル
な
ど
の
香
り
の
成
分
が

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
を
生
か
し
た
の
が
料
理

の
香
り
つ
け
で
す
。
ミ
カ
ン
の

皮
を
漬
物
や
お
ひ
だ
し
の
上
に

細
切
り
に
し
て
の
せ
た
り
、
細

か
く
刻
ん
で
七
昧
唐
辛
子
に
人

れ
た
り
す
る
と
、
香
り
は
も
ち

ろ
ん
彩
り
も
い
い
も
の
で
す
。

昔
な
が
ら
の
日
本
人
の
知
恵
で

す
ね
。
ま
た
、
ミ
カ
ン
の
皮
を
カ
ラ

カ
ラ
に
な
る
ま
で
天
日
に
干
し
、

布
の
袋
に
詰
め
て
お
風
呂
に
い

れ
ま
す
。
皮
に
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
な
ど
の
働
き
で
、
毛
細

血
管
が
刺
激
さ
れ
、
ホ
カ
ホ
カ

と
温
ま
り
湯
冷
め
し
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
天
日
に
干
し
て
い

な
い
皮
を
布
の
袋
に
詰
め
て
お

風
呂
に
入
れ
る
と
、
油
胞
が
お

湯
に
溶
け
て
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
に

な
り
ま
す
。

カ
キ
の
皮
は
ミ
カ
ン
の
皮
と

違
い
、
果
肉
を
守
る
た
め
固
く

て
、
調
理
を
し
て
食
べ
る
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
漬
物
を
漬
け
る
と
き
に
は
、

最
高
の
隠
し
味
に
な
り
ま
す
。

カ
キ
の
果
肉

は
外
側
の
ほ
う
が

糖
分
が
多
く
て
甘
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
皮
の
近
く
が
一
番

甘
い
と
い
え
ま
す
。
で
す
か
ら

皮
を
捨
て
る
と
、
一
番
甘
い
、

お
い
し
い
部
分
を
捨
て
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
漬

物
に
使
う
の
で
す
。
大
根
や
白

菜
を
漬
け
る
と
き
、
む
い
た
カ

キ
の
皮
を
入
れ
る
と
、
甘
い
独

特
の
味
が
出
て
、
風
味
の
あ
る

漬
物
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
干
し
た
カ
キ
の
皮
を

漬
物
に
使
う
と
甘
さ
が
し
つ
こ

く
な
く
、
砂
糖
の
代
わ
り
に
も

な
り
ま
す
。

青 森県 最 低 賃 金

改正のお知らせ
青森労働基準局

青森県最低賃金（旧最低賃金額Ｈ）３，９２５円）が次のとおり

改正 されましたのでお知らせいたします。

改正内容

最低賃金額（回）日額４，０９４円
賃金の大部分が時器 詰ｊ４４定められている者

、
こついＵ 、時 間 額

５ １ ２ 円

【効 力 発 生 日 】平 成 ４ 年 １０月 ９ 日

ただし、次に掲げる賃金は、最低賃金額の算定には含ま

れません
Ｏ

除外賃金 （１）精皆勤手当、（２）通勤手当、（３）家族 手当、（４）臨

時 に支払われる賃金（賞与・期末手当など）、

（５）１ヵ月を超える期間ごとに支払われる賃金、

（６）時間外労働・休日労働に対して支払われる

賃金及び深夜労働に対する割増部分の賃金

・ 照会．相談は

●青森労働基準局 電話０１７７－３４－４１１１

・青 森３４－４４４４一弘 前３３－６４１１

◆各労働基準監督署 電話・八 戸４６－３３１１・五所川原３５－２３０９

・十和田２３－２７８０・む っ２２－３１３６

満１歳になります

間 山 貢 樹ちゃん
（英伸・牧子）
古 佐 井

戸籍の窓口

１０月１４日現在

■お誕生おめでとう

木 下 拓（乂男）古佐井

松 本 雄 介（正千）原 田

野 田 晃 次（基行）矢 越

松 林 良 磨（三磨）古佐井

奥 本 康 平（辰雄）大佐井

三 戸 里 緒（良太）大佐井

■ご結婚おめでとう

（中 村 三 男（矢 越）

荻 野 由美子（町田市）

（由留木 一 也（尼崎市）

中 村 陽 子（古佐井）
（樋 口 祐 治（大佐井）

戸 丸 祐 美（川越市）

■おくやみ申し上げます

川 畑 瑠都子（寅吉）矢 越

宮 木 ゑ つ（清一）大佐井
前 田 哲 男（ちや）大佐井

９月３０日現在人口（前月比）

男 １，８１０（＋５）

女 １，８∠１３（＋１）

計 ３，６５３（＋６）

世帯数 １，１２１（＋１）
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